
学校と他の公共施設との集約化・複合化事例

事例① 吉川市立美南小学校（埼玉県) 公民館、老人憩の家、子育て支援施設等
との複合化

事例② 目黒区立碑小学校（東京都） 地区プール、出張所、地域包括支援セン
ターとの複合化

事例③ 調布市立調和小学校（東京都） 図書館分館と複合化
（屋内温水プールは随時開放）

事例④ 西川町立西川小学校（山形県） 学校図書館を地域と共用化
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➢ 新しい住宅地に求められる学校施設を含めた公共施設の整備
（小学校と、公民館、高齢者ふれいあ広場、子育て支援センター、学童保育室の複合化）

事例① 吉川市立美南小学校（埼玉県)
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出典：学校施設長寿命化計画策定に係る解説書（文科省研究会：Ｈ29年3月）
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事例① 吉川市立美南小学校（埼玉県)
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出典：学校施設長寿命化計画策定に係る解説書（文科省研究会：Ｈ29年3月）



➢ 小学校と地域に必要な出張所、地区プールを複合化

➢ 民間のビル管理会社が、屋内プールだけでなく学校施設全体の保守点検も行っている。

事例② 目黒区立碑小学校（東京都）
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いしぶみ

出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について（文科省研究会：Ｈ27年11月）



事例② 目黒区立碑小学校（東京都目黒区）
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出典：学習環境の向上に資する学校施設の複合化の在り方について（文科省研究会：Ｈ27年11月）
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事例③ 調布市立調和小学校（東京都）
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➢ 隣接する小学校２校を統合し、先進的な地域開放型の学校を新設

➢ 校舎１階に市立図書館を併設している。なお、学校図書館は２階に別途設置している。

➢ 屋内温水プール、体育館、図書館等が配置されている開放棟の１階には地域開放玄関が
設置されており、利用者は必ずその入口を通ることとなっている。

➢ 調和小学校の施設の維持管理は、ＰＦＩ事業者が体育館や屋内温水プールも含めて一括
して担当している。

➢ 閉校となった小学校跡地をスポーツ施設として、地域のNPO団体が管理運営している。自主
運営の一環として、調和小学校の学校開放事業を担当している。

出典：学校施設長寿命化計画策定に係る解説書（文科省研究会：Ｈ29年3月）

◼ 学校規模／２０学級６６８名

◼ 複合施設／小学校 （１１，６５３㎡）

図書館調和分館（３７９㎡）

◼ 整備時期／平成１４年

◼ 構造／ＲＣ造地上３階地下１階



事例③ 調布市立調和小学校（東京都）
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出典：学校施設長寿命化計画策定に係る解説書（文科省研究会：Ｈ29年3月）



事例④ 西川町立西川小学校（山形県）
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➢ 過疎、少子化に伴い小学校の児童数が減少していくため５つの小学校を１校に統合。特に
図書室機能を積極的に検討し、公立図書館と同様のサービス提供を実現した例。

➢ 平日夕方や土曜休日は、学校の玄関を通過せずに入室できるように、図書室に地域住民専
用の入口を設置している 。

➢ 住民用の入口の横に、畳が敷かれた「和室」部分と、フローリングの床の「会議室」部分に分か
れた「交流室」が設置されており、特に土曜日・休日に、児童と町民とのふれあいの場として活
用されている。

➢ 学校敷地内には約１００台分の駐車場が確保されている。

出典：学校施設長寿命化計画策定に係る解説書（文科省研究会：Ｈ29年3月）

◼ 学校規模／１３学級２４９名

（うち、特別支援学級３学級）

◼ 敷地面積／４９，６０９㎡

◼ 延床面積／ ６，９７７㎡

◼ 整備時期／平成１８年

◼ 構造／ＲＣ造一部木造、地上２階、搭屋１階

◼ 図書室蔵書数／約６万５,０００冊



事例④ 西川町立西川小学校（山形県）
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出典：学校施設長寿命化計画策定に係る解説書（文科省研究会：Ｈ29年3月）
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